




 昭和 49 年 3 月　東京教育大学附属駒場高等学校 卒業
 昭和 50 年 4 月　京都大学医学部医学科 入学
 昭和 56 年 3 月　京都大学医学部医学科 卒業
 　　　　　 4 月　京都大学医学部神経内科学教室（亀山正邦教授）入局
 　　　　　 6 月　京都大学医学部附属病院神経内科 医員（研修医）
 昭和 57 年 7 月　東京都養育院付属病院 医員（研修医）
 昭和 58 年 4 月　京都大学大学院医学研究科博士課程 入学
 昭和 62 年 3 月　京都大学大学院医学研究科博士課程 修了
 　　　　　 4 月　米国カリフォルニア大学サンディエゴ校医学部神経科学部門 
　　　　　　　　  ポストドクトラルフェロー（c/o Fred H. Gage 教授、現ソーク研究所所長）
 平成  元  年 4 月　京都大学医学部附属病院神経内科 医員
 平成 3 年 7 月　京都大学医学部附属病院神経内科 助手
 平成 8 年 8 月　文部科学省学術国際局学術調査官 併任（平成 10 年 7 月まで）
 平成 12 年 12月　京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座臨床神経学領域 講師
 平成 13 年 12月　京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座臨床神経学領域 助教授
 平成 18 年 10月　札幌医科大学医学部神経内科 教授
　　　　　　　　  札幌医科大学附属病院神経内科 診療科長
 平成 20 年 4 月　札幌医科大学医学部神経内科学講座 教授
 平成 28 年 4 月　札幌医科大学学生部 部長（令和 2 年 3 月まで）
 令和  元  年 7 月　京都薬科大学客員教授
 令和  元  年 12月　慶應義塾大学医学部客員教授（内科学）
 令和 3 年 3 月　札幌医科大学医学部神経内科学講座 定年退職（予定）
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［資格・免許］
 医師免許証取得（昭和 56 年）







日本神経学会（理事：平成 26 年～令和 2 年、副代表理事：平成 30 年～令和 2 年、
財務委員会委員長：平成 30 年 7 月～現在、施設認定委員会委員：平成 23 年～現在、




日本神経学会地方会北海道支部世話人：平成 18 年～現在、同支部長：令和元年 4
月～現在）、日本老年医学会（理事、倫理委員会委員長、専門医資格・施設認定小委
員会委員長、あり方委員会委員、財務委員会委員、日本老年医学会地方会北海道支
部長：平成 25 年 6 月～現在）、日本認知症学会（理事、用語委員会委員長）、日本
自律神経学会（理事、医学用語委員会委員長、編集委員会委員、学会賞選考委員会





Society for Neuroscience, USA: Regular Member、　American Neurological 











 平成 6 年　日本医師会医学研究助成受賞
 平成 24 年　北海道医師会賞・北海道知事賞受賞
 令和 2 年　伊藤太郎学術賞受賞
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脳神経内科疾患の克服を目指して歩んだ歳月



































































成 20 年 4 月 1 日より「神経内科学講座」へ昇格する
ことができました。神経内科医を目指す研修医も次第
に増えてきました。教室の教員数も現在 9 名までに
増えました。病床数も着任時の 24 床から 31 床へと

















































































者である Robert Katzman 教授と神経病理の大家で
ある Robert Terry 教授がおられ、アルツハイマー病
センターを持つ米国カリフォルニア大学サンディエゴ
校医学部神経科学部門に留学することができました。























































の機能解析研究を進めました。第 3 に、in vitro およ

































害薬の 1 つであるガランタミン、phosphodiesterase 







研究 B　3 件、基盤研究 C　1 件、萌芽研究　5 件、
重点領域研究　3 件、特定領域研究 A　3 件、特定領
域研究 C　5 件を獲得しました。研究分担者として、
基盤研究 A　2 件、基盤研究 B　1 件、重点領域研究　
2 件、特定領域研究 A　1 件、基盤研究 C　5 件を獲
得しました。
















































































産生する M1 と cytoprotective なサイトカインを産生
する M2 に大別されますが、その M1 ⇔ M2 の制御
29脳神経内科疾患の克服を目指して歩んだ歳月






































































金を 14 件（研究代表者 4 件、研究分担者：10 件）獲
得し、欧文原著論文を 84 報（そのうち Corresponding 
author：17 報）発表しました。研究指導による学位






医学雑誌 2018；87 (1-6)：9 ～ 23 の「脳神経内科
疾患研究の歩み」に記しましたので、そちらを参照し
ていただければと存じます。
　未曾有の超高齢社会を迎えた日本は、脳血管障害や
認知症、様々な神経難病の患者さんの数が急速に増大
していますので、脳神経内科の社会的ニーズは非常に
大きくなっています。一人でも多くの若者が脳神経内
科の領域に入ってくれることを願っています。
　札幌医科大学の建学の精神は、新しいことに挑戦す
る「進取の精神と自由闊達な気風」、そして「医学・
医療の考究と地域医療への貢献の両立」であると認識
しております。教育、診療、研究を通じて、質の高い
人材を育成し、北海道の地域医療の向上に貢献するこ
とが重要でありますし、また、レベルの高い研究を推
進し、医学・医療の発展と地域医療に寄与することも
大切と考えます。この札幌医大の建学の精神に則って
さらに大きく発展されることを心より祈願して、本日
の最終講義を終えたいと思います。
　最後に多くの方々にお世話になりましたことに深謝
申し上げます。
